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＜第 6 回 動的計画法(1) －最短経路問題－ つづき＞ 

 

［問題 2］A から B までの最短経路を求めよ。矢印の横に書いてあるのは所要時間、矢印の向きにしか

行けないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題 3］A から B～F の各点までの最短経路をそれぞれ求めよ。矢印の横に書いてあるのは所要時間、

矢印の向きにしか行けないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最短経路は A →                       → Bであり、所要時間は          時間である。 

最短経路は A →                       → B であり、所要時間は          時間である。 
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＜動的計画法(2) －最大流量問題－＞ 

 

 

［問題 1］ 住宅街から避難所までできるだけ多くの人を避難させたい。どうすればよいか。 

各道路に設定されている流量の最大値を超えないようにして、できるだけ多くの人を避難させよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［最大流量問題の考え方］最大流量問題は、次のようにまとめることができる。 

 

・中間点は、 

 

 

・始点は、 

 

・終点は、 

 

 

 

※ まず右図のように、それぞれの経路の最大流量を記述

し、実際の流量(この問題の解)を記述する場所を作ろ

う。 

※ 制約条件としては、流量は最大流量を超えないという

ことになる。 

※ F,G,H列には、経路の制約を記述するが、始点と終点

の流量には制約がつかず、中間点のみの制約となる。 

 

 

 

住宅街 

入る    と出る    が

等しい 

(入る・出る)    のみ 

(入る・出る)    のみ 


